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今
月
の
主
な
紙
面

●組合員実態調査にみる要望　 1面

●委員会等報告　 2面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部活動報告（中国）　 8面

　

本
紙
2
0
2
1
（
Ｒ
3
）
年
4
月
1
日
発
行
第
6
2
4
号
に
組
合
員
実
態
調
査
「
概
要
版
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら

せ
し
た
。
本
号
で
は
6
月
に
と
り
ま
と
め
た
「
詳
細
版
」
の
う
ち
の
組
合
に
対
す
る
要
望
期
待
等
に
つ
い
て
、『
実
態

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
主
な
要
望
・
期
待
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
全
日
電
工
連
の
施
策
』
を
お
知
ら
せ
す
る
。

組合員実態調査組合員実態調査から見えてきた

組合に対する要望期待
1
・
組
合
員
企
業
の
抱
え
る

課
題

　
「
高
齢
化
」「
人
手
不
足
」

「
人
口
減
少
」
等
の
社
会
構

造
変
化
を
踏
ま
え
、
組
織
強

化
・
強
靭
な
企
業
体
質
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

我
々
電
気
工
事
業
工
業
組
合

員
企
業
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
組
織
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
人
材
の
効
果

的
な
活
躍
（
一
人
二
役
・
三

役
）
を
促
す
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
組
合
と
し
て
国
や
地
方

自
治
体
・
関
係
機
関
の
各
種

施
策
を
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
情
報
提
供
や
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
各

種
共
同
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

組
合
員
事
業
所
の
実
態
と
課

題
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

①
個
人
事
業
者
が
減
少
し
、

法
人
化
が
進
行

②
30
歳
未
満
の
若
年
者
が
減

少
（
常
勤
従
事
者
の
う
ち

14
%
）、
60
歳
以
上
の
高

齢
化
の
進
展
（
常
勤
従
事

者
の
う
ち
25
%
）

③
女
性
技
術
職
は
全
技
術
職

の
3
%
と
低
水
準
で
あ
る

④
事
業
所
代
表
者
は
60
歳
以

上
が
56
%
と
な
っ
て
い
る

が
、
事
業
承
継
へ
の
対
応

が
な
さ
れ
て
い
な
い
組
合

員
事
業
所
は
62
%
で
あ
っ

た
　

連
合
会
と
し
て
組
合
員

企
業
の
課
題
に
対
し
て
、

今
年
度
「
課
題
解
決
推
進

チ
ー
ム
」
を
4
チ
ー
ム
編

成
し
次
の
よ
う
な
対
応
を

検
討
整
備
し
て
い
く
。

①
社
内
体
制
整
備
や
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
支
援

②
若
年
者
入
職
促
進
・
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
と
女
性

が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備

③
事
業
承
継
支
援
相
談
窓
口

の
設
置

2
・
組
合
員
の
工
業
組
合
や

連
合
会
に
対
し
て
期
待

す
る
項
目

①
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
福
利
厚
生
事
業
の

充
実

②
経
営
や
Ｉ
Ｔ
化
に
資
す
る

情
報
・
行
政
に
補
助
金
等

の
情
報
提
供

1位 2位 3位 全国平均

常勤従事者数 東京都 20 .1人 島根県 14 .9人 宮城県 13 .3人  9 .6人

女性技術職比率 大分県  6 .4% 香川県  4 .3% 東京都  2 .6%  1 .8%

代表者平均年齢の若い工組 滋賀県 58 .05才 岡山県 58 .38才 山口県 58 .60才 60 .59才

全国大会・総代会参加率 鳥取県 89 .5% 岐阜県 76 .6% 富山県 60 .9% 40 .0%

研修会・講習会参加率 石川県 96 .9% 富山県 90 .6% 北海道 90 .5% 78 .1%

共済・保険事業利用率 埼玉県 86 .0% 福井県 84 .7% 岩手県 84 .6% 75 .5%

③
組
合
員
間
相
互
交
流
の
場

お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
提
供

が
主
な
期
待
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
業
が
社

会
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
は
、
次
の
5
項
目
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
①
・
②
・

③
・
④
の
充
実
に
よ
り
お
客

様
か
ら
信
頼
を
頂
き
社
会
貢

献
を
果
た
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
認
識
す
る
と
こ
ろ
だ
。

①
施
工
品
質
向
上

②
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
意
識
改

革
③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守

④
Ｄ
Ｘ
化
対
応
／
Ｉ
Ｔ
利
活

用
⑤
社
会
貢
献

　

地
震
・
風
水
害
な
ど
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
近

年
、
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
い

る
電
気
工
事
業
と
し
て
復
電

作
業
に
対
す
る
社
会
か
ら
の

期
待
は
大
き
く
、
昨
年
7
月

に
は
「
強
靭
か
つ
持
続
可
能

な
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
施
行
と
な
り
、
一
般
送
配

電
事
業
者
は
災
害
時
連
携
計

画
を
策
定
し
経
済
産
業
大
臣

に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
連
携
計
画
に
送
配
電

設
備
の
復
旧
工
事
に
係
る
施

工
者
と
し
て
我
々
電
気
工
事

組
合
等
と
の
連
携
を
行
う
旨

が
明
記
さ
れ
、
一
層
電
気
の

プ
ロ
と
し
て
の
社
会
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
災
害
復
旧
活
動
に

よ
り
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
、
過
年
度
の
岡
山

県
電
工
組
・
愛
媛
県
電
工
組

な
ら
び
に
Ｒ
元
年
9
月
台
風

15
号
災
害
復
旧
で
は
千
葉
県

電
工
組
・
茨
城
県
電
工
組
、

更
に
は
Ｒ
2
年
7
月
九
州
方

面
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
7

月
豪
雨
災
害
復
旧
活
動
に
よ

り
、
熊
本
県
電
工
組
の
例
が

挙
げ
ら
れ
る
。

3
・
主
な
項
目
別
ラ
ン
キ
ン

グ
ベ
ス
ト
3
工
組

　
（
左
表
）

4
・
組
合
員
実
態
調
査
を
踏

ま
え
た
連
合
会
施
策
方

向
性
に
つ
い
て

　

本
連
合
会
に
お
い
て
は
、

以
上
の
よ
う
な
実
態
お
よ
び

期
待
感
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
お
応
え
す
る
目
的
で
、

今
年
度
か
ら
事
業
課
題
解
決

推
進
に
向
け
て
推
進
チ
ー
ム

を
4
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
た
。

推
進
チ
ー
ム
の
使
命

は
「
組
合
員
実
態
調

査
か
ら
の
期
待
」・

「
連
合
会
70
周
年
時

の
あ
り
た
い
姿
を
見

据
え
た
答
申
事
項
」

を
検
証
し
、
具
現
化

を
急
ぐ
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

主
な
事
業
の
方
向

性
は
次
の
通
り
。

①
組
合
経
営
に
つ
い

て　
○
賦
課
金
指
数
・
財

務
余
力
・
組
合
員

数
か
ら
見
る
財
政

損
益
分
岐
点
等
の

指
数
か
ら
み
た
組

合
財
政
簡
易
診
断

講
習
会

○
時
代
を
見
据
え
た

組
合
組
織
革
新
講

習
会

等
の
全
国
展
開
を
図

る
。

　

一
方
、
組
合
員
企

業
支
援
策
と
し
て

「
業
界
働
き
方
改
革
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
発
刊
。

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会　

○
安
全
安
心
な
高
品
質
施
工

を
目
指
し
「
事
故
防
止
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
版
」
講

習
会
の
展
開

○
Ｄ
Ｘ
技
術
知
見
拡
充
講
習

会　
○
Ｈ
21
年
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｅ

Ｖ
施
工
パ
ー
ト
ナ
ー
支
援

と
し
て
、
Ｅ
Ｖ
情
報
の
提

供
と
Ｅ
Ｖ
車
メ
ー
カ
ー
と

の
連
携
お
よ
び
Ｅ
Ｖ
充
電

設
備
施
工
体
制
の
確
立
を

急
ぐ

③
人
材
確
保
育
成

○
女
性
が
活
躍
す
る
業
界
を

目
指
し
て
「
工
組
女
性
部

設
立
支
援
」

○
「
若
年
者
入
職
促
進
交
流

事
業
支
援
」
に
加
え
「
次

世
代
技
術
者
育
成
研
修
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
な
ど
を

進
め
て
い
く

④
実
態
調
査
で
期
待
の
高
い

「
福
利
厚
生
制
度
」
の
充

実

　

Ｓ
42
年
の
「
電
気
事
故
災

害
互
助
会
」
を
原
点
と
す
る

損
害
保
険
・
生
命
保
険
等
を

は
じ
め
と
し
て
日
常
業
務
の

い
ざ
ま
さ
か
の
時
に
役
に
立

つ
制
度
は
、
現
在
7
制
度
で

あ
る
、
今
年
度
担
当
委
員
会

・
推
進
チ
ー
ム
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
新
規
制
度
導
入
に
向

け
て
鋭
意
検
討
し
て
い
く
。

＜平均的な組合員事業所のイメージ＞
平均従事者数 ：10 人(男性 8名・女性 2名) 
構成 ：役員 2名、技術職 6名、一般職 2名
主たる営業種目 ：屋内配線 (内線)工事＋他の電気工事
総売上高 ：2億7301万円  電気工事の完成工事高 ：1億7259万円
有資格者 ：第一種電気工事士 3名、第二種電気工事士 3名、
　　　　　電気工事施工管理技士 (1 級・ 2級) 2 名、
　　　　　消防設備士 (甲種・乙種) 1 名
営業車台数 ：3台(最頻値)
代表者の年齢 ：61 歳
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委員会報告（ハイブリッド方式）

☆総務・財政委員会所管

全国事務局責任者会議

事
業
推
進
の
方
向
性
と
事
業
項
目
を
説
明

　

全
国
事
務
局
責
任
者
会
議

が
9
月
9
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
o
o
m
）・
対
面
形
式
の

同
時
併
用
で
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
全
日
電
工
連
事

務
局
が
、
各
委
員
会
別
に

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
度

の
新
規
項
目
を
中
心
に
、
事

業
推
進
の
方
向
性
と
事
業
項

目
を
説
明
。
ま
た
、
全
日
電

工
連
の
新
規
組
織
（
推
進
チ

ー
ム
）
と
事
務
局
の
担
当
者

紹
介
も
行
っ
た
。

　

会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
・
工
組
に
理
解
と
協
力

を
得
た
い
項
目
を
絞
り
、
主

要
事
業
の
2
0
2
1
（
令
和

3
）
年
度
変
更
点
と
審
議
の

方
向
性
、
事
業
の
変
遷
な
ど

を
、
全
日
電
工
連
事
務
局
が

担
当
者
ご
と
に
説
明
を
行
っ

た
。

　

は
じ
め
に
組
合
財
政
研
修

会
開
催
に
つ
い
て
説
明
。
こ

の
研
修
会
は
、
各
工
組
の
持

続
発
展
的
な
組
織
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
既
存
事
業
の

維
持
・
見
直
し
、
新
規
事
業

の
創
出
な
ど
を
目
的
に
開
催

す
る
予
定
。
全
国
の
財
政
強

化
好
事
例
の
紹
介
や
具
体
的

な
展
開
方
法
を
提
供
し
て
い

く
方
針
だ
。

　

組
合
員
支
援
事
業
で
は
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
。

事
故
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改

訂
版
を
活
用
し
た
講
習
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
技
術

に
関
す
る
研
修
会
を
来
年
度

中
を
目
途
に
開
催
す
る
予
定

だ
。
そ
の
他
の
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
各
推
進
チ
ー
ム
が

具
現
化
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
施
工

に
つ
い
て
、
施
工
状
況
や
課

題
を
確
認
し
た
。

　

人
材
確
保
育
成
事
業
で

は
、
次
世
代
電
気
工
事
者
養

成
研
修
に
つ
い
て
、
今
年
度

末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
対

応
し
た
支
援
ツ
ー
ル
を
作
成

す
る
。

　

女
性
活
躍
推
進
事
業
は
、

ハイブリッド方式で開催

全
国
の
女
性
部
設
立
状
況
の

報
告
と
、
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
は
、
2
0
2
1
（
令
和

3
）
年
4
月
〜
8

月
の
集
合
講
習
・

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

の
実
施
結
果
と
今

後
の
予
定
を
報
告

し
た
。

　

福
利
厚
生
事
業

は
、2
0
2
2（
令

和
4
）
年
度
の
募

集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
概
略
を
説
明
。

続
い
て
、
生
活
総

合
保
険
制
度
の
改

定
（
特
約
の
追
加

・
引
受
条
件
の
緩

和
）
と
第
三
者
損

害
賠
償
制
度
の
重

点
取
り
組
み
（
ワ
イ
ド
プ
ラ

ン
加
入
促
進
・
対
物
賠
償
金

額
推
奨
）、
取
引
信
用
保
険

制
度
加
入
推
進
の
説
明
を
行

っ
た
。

　

そ
の
他
、
第
34
回
電
気
工

事
業
全
国
大
会
の
概
要
、
第

5
回
優
良
事
業
工
組
表
彰
エ

ン
ト
リ
ー
事
業
、
組
合
保
険

エ
キ
ス
パ
ー
ト
試
験
の
実

施
、
全
日
電
工
連
発
刊
教
材

な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
あ
わ

せ
て
、
今
後
の
行
事
（
合
同

会
議
・
通
常
総
会
）
日
程
も

報
告
し
た
。

● 同推進チームの具現化・検証諮問事項を確認。これに基づき
今後の審議の進め方や全体スケジュールを定めた。
● 新たな時代に対応した組合組織の安定化、人材育成、組合未
加入者に対する広報活動などを検討していく。

◆組織基盤強化推進チーム（村上秀樹副委員長・中島啓介座長　9月1日）

中島 啓介 座長

● 同推進チームは、持続発展的な組織体制を構築するため、工
組の財政強化・既存事業強化・新規事業の展開などを検討し
ていく。
● 素案に基づき検討した事項を、次回の会議で具体化していく
こととした。

◆財政基盤強化推進チーム（金城稔副委員長・堀口繁座長　8月30日）

堀口 繁 座長

☆総務・財政委員会（髙野憲一郎委員長・9月24日）担当：藤沢一三 副会長

● 電気工事業界働き方改革のガイドブック作成を検討。業界として働き方改革のヒン
トとなる冊子を作成して、組合員に啓発を図っていくこととした。
● 第34回電気工事業全国大会の大会概要と進捗状況を報告。大会で実施する組合活性
化研修会、オンライン配信（ＷＥＢ視聴）や大会受付方法などについても確認した。
● 青年部が2021年度事業計画を報告。10月に開催を予定している全国青年部協議会評
議員会の概要も説明した。
● 女性活躍推進事業の経緯、全日電工連発刊冊子なども報告された。

藤沢 一三 副会長 髙野 憲一郎 委員長 村上 秀樹 副委員長 金城 稔 副委員長

☆技術・認証委員会（橋詰源治委員長・9月16日）担当：嶋野貞雄 副会長

● 次世代電気工事技術者養成研修会の実施促進ツール作成について検討。改訂案の可
否や内容の精査を行い、2022年2月末の完成を目指すこととした。
● スキルアップ研修会の今後の展開を検討。事故防止ハンドブック改訂版の発行やＤ
Ｘ技術に関する研修会を開催していく方針とした。
● 第一種電気工事士定期講習のオンライン講習実施結果を報告。現状の課題などを整
理・修正しながら進めていく考え。
● 政治連盟の要請事項を検討。技術的観点から、委員間で意見交換を行った。
● 2021年度の第一種電気工事士定期講習の途中経過、2021年度下期認定電気工事従事
者認定講習についても報告された。

嶋野 貞雄 副会長 橋詰 源治 委員長 浅川 誠吾 副委員長 新名 淳一 副委員長



第630号 2021年（令和3年）10月1日全 日 電 工 連（3）

全
日
電
工
連
バ
ッ
ヂ

　

全
日
電
工
連
の
団
体
章
は
、
電
気
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

パ
ワ
ー
）
の
還
元
、
光
・
電
流
の
輪
が
重
な
る
こ
と
で

明
る
い
未
来
を
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
、
輪
は
組
合
員

の
強
い
団
結
力
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

11
月
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
電
気
工
事
業
全
国
大

会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
バ
ッ
ヂ
を
着
用
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
購
入
に
つ
い
て

・
申
込
方
法

　

所
属
す
る
都
道
府
県
工
組

　
（
本
部
・
支
部
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
販
売
価
格

1
個　

6
、
5
0
0
円
（
税
込
）

お

申

し

込

み

は

所

属

工

組

へ

団

体

章

を

販

売

中

団

体

章

を

販

売

中

　

本
紙
第
6
2
9
号
（
9
月
1
日
付
）
4
面
の
電
気

保
安
功
労
者
表
彰
の
記
事
に
お
い
て
、
愛
媛
県
電
気

工
事
工
業
組
合
の
矢
野
丈
一
様
の
会
社
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
訂
正
箇
所
・
全
日
電
工
連
関
係
受
賞
者
の
表

　

誤
）　

有
限
会
社　

近
江
電
気

　

正
）　

有
限
会
社　

近
見
電
気

お
詫
び

組合活性化研修会発表事業

ジャンル ブロック 事　業　名 工組
支部／
青年部

【組合経営】 
・組合財政強化
・組合加入促進
・ 組合加入メリ
ット

・組合員間連携

全日電工連 組合財政簡易診断研修会
全日電工連
財政基盤
強化推進チーム

東北
岩手県電工組
新規組合員加入促進事業

岩手 【本部】

関東
共同購買事業の立ち上げマニュアル
の作成

千葉 【本部】

四国
ホームページ（Chatwork）を活用
した組合員間の情報共有について

徳島 青年部

【安全研修】 
・初心者研修
・安全研修
・ 初心者＋安全
研修

北陸
若年者教育
～配電工事　基礎知識・技能の習得～

北陸 －－

関西 絶縁探査研修会の実施 大阪 【本部】

中国
若手社員安全研修会の実施について
（危険感受性向上への取り組み）

島根 青年部

【社会貢献】
・業界理解促進
・ボランティア

中部 高校生への電気工事士受験支援事業 長野 飯田支部

九州 子供達の貧困対策に関わる支援事業 沖縄 中部支部

9
月
2
日
、
全

日
電
工
連
の
三
役

（
会
長
・
副
会
長

・
総
合
政
策
会
議

議
長
）
に
よ
る
優

良
事
業
工
組
表
彰

審
査
会
が
行
わ
れ

た
。

　

審
査
会
で
は
、

全
国
か
ら
応
募
さ

れ
た
55
事
業
の
中

か
ら
、
11
月
に
開

催
さ
れ
る
全
国
大

会
の
組
合
活
性
化

研
修
会
で
プ
レ
ゼ

ン
を
実
施
す
る
事

業
を
選
定
し
た
。

　

審
査
は
、
組
合

活
性
化
へ
の
貢
献

度
、
事
業
内
容
の

効
果
や
継
続
性
な

ど
を
踏
ま
え
て
総

合
的
に
選
考
さ
れ

た
。

大会式典発表  2事業・組合活性化研修会発表  9事業を選考

　

第
34
回
電
気
工
事
業
全
国

大
会
が
、
令
和
3
年
11
月
11

日
（
木
）
に
滋
賀
県
大
津
市

で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
大
会
は
、
昨
年
来
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
感
染
対
策
に
充

分
配
慮
し
て
、
意
見
交
換
会

・
交
流
会
・
企
業
展
示
は
中

止
し
て
、
参
加
人
数
を
絞
っ

て
実
施
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ

る
が
、
よ
り
充
実
し
た
全
国

大
会
と
す
る
た
め
、
青
年
部

・
女
性
部
の
斬
新
な
発
想
や

企
画
に
よ
る
大
会
企
画
も
取

り
入
れ
て
、
組
合
員
が
目
的

を
持
っ
て
参
加
し
、
業
界
に

内
在
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て

討
議
し
て
業
界
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
す
る
。

　
『
絆
を
深
め
、
業
界
の
発

展
に
つ
な
げ
よ
う
、
び
わ
湖

の
風
に
乗
せ
て
！！
』
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
参
加
者

が
自
企
業
の
発
展
に
資
す
る

よ
う
な
発
見
が
で
き
る
大
会

な
ら
び
に
業
界
の
実
情
を
地

域
社
会
に
対
し
発
信
す
る
こ

と
を
目
指
す
大
会
と
す
べ
く

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
会
で
は
、
組
合
活
性
化

研
修
会
を
実
施
す
る
。
第
5

回
優
良
事
業
工
組
表
彰
制
度

エ
ン
ト
リ
ー
事
業
に
応
募
さ

れ
た
55
事
業
の
中
か
ら
、
全

日
電
工
連
が
選
考
し
た
事
業

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
る
。

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
行
い
、
来
場
で
き
な
い

方
々
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

で
き
る
よ
う
対
応
す
る
。
視

聴
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
10
月
上
旬
ま
で
を
目
途

に
案
内
す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、本
紙
6
3
1
号（
2

0
2
1
年
11
月
1
日
付
）
で

も
視
聴
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
紹
介

す
る
。

第34回 電気工事業全国大会（関西・滋賀 びわ湖大会）

絆を深め、業界の発展につなげよう、びわ湖の風に乗せて！！絆を深め、業界の発展につなげよう、びわ湖の風に乗せて！！

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
実
施

滋
賀
県
大
津
市
で
開
催

第34回 電気工事業全国大会開催要領

▽ 開催日
令和3年11月11日（木）　受付 8：45 開始

▽ 開催場所
びわ湖大津プリンスホテル

▽ 主催
全日本電気工事業工業組合連合会

▽ 主管
関西電気工事工業会

▽ 企画・運営
滋賀県電気工事工業組合

▽ 大会テーマ
＜メインテーマ＞
絆を深め、業界の発展につなげよう、びわ湖の風に乗せて！！

＜サブテーマ＞
・ インフラの要を担う電気工事業　

　　広げよう、高めよう、そのやりがいを！！

・ コロナに負けるな！！一致団結で、今こそ示そう我々の底力

▽ 大会スケジュール（予定）
11月11日（木）

・ 組合活性化研修会　10：00～11：30

  優良工組エントリー事業・青年部優良活動の中から複数事業

の事例発表

・ 大会式典　13：30～15：30

大会式典発表事業

第5回 優良事業工組表彰　金賞受賞事業

第4回 全国青年部会員大会優良活動発表会　最優秀賞受賞事業



第630号 2021年（令和3年）10月1日全 日 電 工 連 （4）

●ガイド301概要

　既設の蛍光灯器具のＬＥＤ化改造工事を行う電気工事業者な
どは、ＬＥＤ光源の取扱説明書に従うとともに、次の注意事項
を遵守することが望ましい。ご不明点等はＧ13口金直管ＬＥＤ
光源製造販売事業者にご確認下さい。
a) 蛍光灯器具内の電気部品（ソケット、端
子台、配線など）は、仕様、劣化状態を
確認の上、必要に応じて交換する。変色
や亀裂などの明らかな劣化が認められる
場合は、交換しなければならない（図1）。
b) 蛍光灯器具内の安定器は、将来的な保守
作業の際に蛍光灯器具と誤認
されることを防止するため取
り外す（図2）。
c) ＬＥＤ光源を使用者によって
容易に着脱できないよう改造
工事の一環として対策する。
“容易に着脱できない”には、
工具を使用しなければ交換で
きない構造を含む。
d)改造工事後の器具本体に次の表示を行う。
　1) 適合するＬＥＤ光源の形式（光源の製造者名）、および蛍
光ランプの取付けが不可である旨

　2) ＬＥＤ光源の定格電圧、定格消費電力、工事業者名、工事
年月など

　3) 蛍光灯器具の銘板に記載の情報（蛍光灯器具である旨、定
格、製造社名、ＰＳＥマーク、適合ランプなど）は、無効
である旨

　4) 給電側のソケットの近傍の容易に見える場所に、給電側で
あることを表す識別

参考文献
日本照明工業会ガイド301：既設の蛍光灯器具をＡＣ直結Ｇ13口金
直管ＬＥＤ光源用に改造工事する場合の注意

https://www.jlma.or.jp/siryo/pdf/kokai/guide301.pdf

　

Ｇ
13
口
金
直
管
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
に
内
蔵
さ
れ

た
制
御
装
置
（
電
源
回
路
）
が

寿
命
末
期
、誤
使
用
等
で
故
障
、

異
常
と
な
っ
た
場
合
に
、
光
源

内
部
で
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
等
に
よ

る
発
煙
発
火
に
至
り
、
外
郭
樹

脂
チ
ュ
ー
ブ
や
口
金
等
に
類

焼
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
が
落
下
す
る

と
い
う
非
常
に
危
険
な
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
13
口
金
直
管
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源

は
、
口
金
形
状
を
含
む
寸
法
上

の
互
換
性
は
あ
る
も
の
の
、
電

気
特
性
、
電
気
接
続
方
法
、
寿

命
、
性
能
、
質
量
な
ど
で
蛍
光

ラ
ン
プ
と
異
な
り
、
既
に
市
場

に
存
在
す
る
蛍
光
灯
器
具
と
の

組
合
せ
に
お
い
て
、
誤
使
用
の

防
止
及
び
長
期
使
用
に
お
け
る

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
と
判
断
し
、（
一
社
）

日
本
照
明
工
業
会
は
ラ
ン
プ
交

換
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
へ
の
交
換
を
推
奨
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
数
年
Ｇ
13
口
金

直
管
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
が
よ
り
一
層

市
場
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
状
況

に
鑑
み
、
本
文
冒
頭
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
工
業
会
規
格

Ｊ
Ｌ
М
Ａ
3
0
1
「
Ａ
Ｃ
直
結

Ｇ
13
口
金
直
管
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
安

全
規
格
」
を
2
0
2
0
年
11
月

に
制
定
し
、
Ｇ
13
口
金
直
管
Ｌ

Ｅ
Ｄ
光
源
製
造
販
売
事
業
者
へ

の
注
意
喚
起
、
安
全
設
計
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｌ
М
Ａ

3
0
1
は
適
用
範
囲
を
光
源
部

だ
け
に
限
定
し
て
お
り
、
既
設

の
蛍
光
灯
器
具
に
装
着
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
扱
っ

て
い
な
い
た
め
、
こ
の
た
び
、

既
設
の
蛍
光
灯
器
具
の
配
線
を

変
更
し
、
交
流
電
源
を
安
定
器

を
介
さ
ず
に
直
接
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源

に
接
続
す
る
改
造
工
事
に
関
す

る
注
意
と
し
て
、
日
本
照
明
工

業
会
ガ
イ
ド
3
0
1
（
以
下
、

ガ
イ
ド
3
0
1
）
を
制
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
日
本
照
明
工
業
会

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
交

換
を
推
奨
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

光
源
へ
の
交
換
を
希
望
さ
れ
る

お
客
様
に
は
、
焼
損
等
の
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｌ
М

Ａ
3
0
1
規
格
に
沿
っ
た
製
品

の
選
定
と
ガ
イ
ド
3
0
1
に
沿

っ
た
施
工
を
お
願
い
し
て
い
く

方
針
で
す
。
よ
り
安
全
安
心
な

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
市
場
へ
の
移
行
の

た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
け

る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
お
願
い

　

蛍
光
灯
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

造
工
事
の
前
に
、
ま
ず
は
Ｇ
13

口
金
直
管
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
製
造
販

売
事
業
者
に
対
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

源
が
工
業
会
規
格
Ｊ
Ｌ
М
Ａ

3
0
1
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
次
に
施
工
の
際
に
は
、
ガ

イ
ド
3
0
1
に
沿
っ
た
施
工
を

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
注
意
事
項

・
既
設
の
蛍
光
灯
器
具
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
改
造
工
事
を
行
う
と
、

既
設
照
明
器
具
メ
ー
カ
の
製

品
保
証
が
適
用
外
に
な
り
ま

す
。

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
造
工
事
後
の
器

具
に
は
、
従
来
の
蛍
光
ラ
ン

プ
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
誤
っ
て
蛍
光
ラ
ン
プ
を

装
着
す
る
と
、
焼
損
、
ラ
ン

プ
破
損
等
の
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

Ｇ 1 3 ソ ケ ッ ト を 持 つ 既 設 蛍 光 灯 器 具 を 利 用 し たＧ 1 3 ソ ケ ッ ト を 持 つ 既 設 蛍 光 灯 器 具 を 利 用 し た
Ｌ Ｅ Ｄ 化 改 造 工 事Ｌ Ｅ Ｄ 化 改 造 工 事 に お け る 安 全 性 確 保 の た め の お 願 いに お け る 安 全 性 確 保 の た め の お 願 い

（一社）日本照明工業会

　

全
日
電
工
連
認
定
の
生
活
総
合
保

険
制
度
は
、
2
0
2
2
（
Ｒ
4
）
年

度
の
募
集
か
ら
、
組
合
員
の
メ
リ
ッ

ト
を
更
に
拡
充
す
る
た
め
改
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

働
き
盛
り
の
方
に
万
が
一
の
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、他
の
保
険
（
補
償
）

に
上
乗
せ
で
手
厚
く
追
加
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
総
合
保
険
制
度
は
、
従
業
員

と
そ
の
ご
家
族
も
加
入
で
き
ま
す

（
所
得
補
償
は
本
人
の
み
の
加
入
で

す
）。

　

こ
の
機
会
に
加
入
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

★
生
活
総
合
保
険
の
改
定

①
個
人
賠
償
責
任
補
償

・
弁
護
士
費
用
等
補
償
特
約
（
人
格

権
侵
害
等
）
の
新
設

　

他
人
か
ら
ケ
ガ
を
負
わ
さ
れ
た
り

自動更新

全日電工連認定
生活総合保険制度のご案内

「4つの補償」は、それぞれ個別でも
ご加入いただけます。
「4つの補償」は、それぞれ個別でも
ご加入いただけます。「４つの補償」が

あなたと、ご家族の生活を守ります。

引受保険会社 東京海上日動火災保険株式会社

正式名称：団体総合生活保険

所得補償

がん補償介護補償

2022年度

「重要事項説明書」「ご加入内容確認事項（意向確認事項）」を必ずご確認ください。
●保険期間：２０２２年４月１日午後４時から２０２３年４月１日午後４時まで１年間
●保険料払込方法：年一括払（中途加入の場合は中途加入日から保険期間終了まで）
●自動更新について
現在ご加入中の方につきましては、募集期間終了（各工組から別途案内のある締切
日）までにご加入者の方からの特段のお申し出または保険会社からの連絡がない限り、
当団体は、今年度の募集パンフレット等に記載の改定後の保険料・補償内容にて、
保険会社に保険契約を申し込みます。なお、本内容をご了承いただける方につきまして
は、特段のご加入手続きは不要です。（保険料の送金は必要です。）ご提出締切日、ご
提出先等は各工組・支部・地区本部からの案内をご確認ください。
なお、今回更新頂く内容に一部改定があります。補償内容・保険料等の主な改定点
は更新手続きのご案内に記載の通りとなりますので、今年度の募集パンフレット等とあ
わせてご確認ください。

働き盛りの方に万一のことがあった場合に
他の保険（補償）に上乗せで 手厚く追加できるような商品をご用意しました！ 

従業員とそのご家族のみなさまにもご案内ください。

全日本電気工事業工業組合連合会

個人賠償責任補償

物
を
壊
さ
れ

た
場
合
や
名

誉
・
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵

害
、
痴
漢
・

ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
い
じ

め
・
嫌
が
ら

せ
等
に
よ
り

精
神
的
苦
痛

を
被
っ
た
場

合
の
弁
護
士

費
用
や
法
律

相
談
費
用
を

お
支
払
い
し

ま
す
。

2 0 2 2 ( Ｒ 4 ) 年 度 募 集 か ら 新 た に 改 定

②
所
得
補
償

・
健
康
状
態
告
知
書

の
改
定
（
引
受
条

件
の
緩
和
）

　

健
康
状
態
告
知
書

を
大
幅
に
簡
素
化
、

加
入
条
件
を
緩
和
し

ま
す
。

・
加
入
可
能
年
齢
の
拡
大

　

加
入
上
限
年
齢
を
「
満
63
歳
」
か

ら
「
満
70
歳
」
に
拡
大
し
ま
す
。

③
が
ん
補
償

・
加
入
可
能
年
齢
の
拡
大

　

加
入
上
限
年
齢
を
「
満
70
歳
」
か

ら
「
満
80
歳
」
に
拡
大
し
ま
す
。

・
新
規
ご
加
入
者
の
待
機
期
間
の
廃

止
　

初
年
度
契
約
に
お
け
る
保
険
始
期

日
か
ら
90
日
間
の
待
機
期
間
を
廃
止

し
ま
す
。

生活総合保険制度生活総合保険制度

図 1 

図 2 
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2021年11月～2022年 2 月
所属工組の講習を受講しよう！

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 1月13日 木 103106 北海道電気会館 6階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

関
東

埼玉 1月31日 月 124104 埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

千葉 1月18日 火 125107 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川

1 月14日 金 127113 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

1 月21日 金 127110 

1 月23日 日 127111 

中
部 愛知 1月14日 金 134104 

名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

近
畿 滋賀 1月14日 金 151103 コラボしが21 3 階 大会議室

滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

2022年 1 月

第一種電気工事士定期講習
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

東京 2月 1日 火 126110 全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

神奈川
2 月22日 火 127114 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46712 月24日 木 127112 

2022年 2 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

秋田 11月 4 日 木 114102 
秋田市文化会館
5階 大会議室

秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

福島 11月 2 日 火 116103 ホテル華の湯
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

栃木
11月 2 日 火 122101 

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-193111月 5 日 金 122102 

群馬 11月16日 火 123101 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉
11月 5 日 金 124102 

埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-024211月30日 火 124101 

東京 11月11日 木 126105 全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

神奈川
11月29日 月 127108 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-467111月30日 火 127109 

中
部

長野
11月 9 日 火 131102 

長野地域職業訓練センター
2階 視聴覚教室 長野県電気工事業工業組合

℡026-232-4675
11月17日 水 131103 松筑建設会館 3 階 大会議室

岐阜 11月 9 日 火 132104 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-263-2207

静岡
11月15日 月 133103 

プラサヴェルデ
コンベンションホールB

静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

11月30日 火 133104 静岡労政会館 6 階 ホール
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知 11月10日 水 134102 
名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

三重 11月 9 日 火 135101 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

富山 11月18日 木 141101 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 11月 2 日 火 143101 
福井県商工会議所
国際ホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

滋賀 11月18日 木 151101 コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

大阪 11月25日 木 153109 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 11月11日 木 154104 
姫路商工会議所
5階 501ホール

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

奈良 11月19日 金 155101 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター 2 階

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国

鳥取 11月18日 木 161102 鳥取県立倉吉体育文化会館
鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

岡山 11月17日 水 163101 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

山口 11月17日 水 165102 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国

愛媛 11月 2 日 火 173103 リジェール松山 8 階
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

高知 11月17日 水 174102 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡 11月18日 木 181104 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

熊本 11月26日 金 184102 熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

宮崎 11月16日 火 186102 
ＪＡ・ＡＺＭホール
別館 302研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

鹿児島 11月 2 日 火 187102 鹿児島県市町村自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

沖縄
11月17日 水 191102 沖縄産業支援センター

1階 大ホール
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-523011月30日 火 191101 

2021年11月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、定期講習が
中止・延期となる可能性がございます。
　中止・延期が決定した場合は（一財）電気工事技術講習セン
ターのホームページに掲載致します。

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌

12月10日 金 103103 

北海道電気会館 6階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

12月12日 日 103104 

12月23日 木 103105 

東
北

宮城 12月10日 金 113102 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

新潟 12月17日 金 117102 
新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 12月16日 木 121103 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

群馬 12月 2 日 木 123102 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉 12月 2 日 木 124103 埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

千葉 12月 8 日 水 125106 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

東京

12月 7 日 火 126106 
府中の森芸術劇場
2階 平成の間

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

12月 9 日 木 126107 全国家電会館 5 階

12月12日 日 126108 
全日電工連会館 4 階

12月17日 金 126109 

中
部

静岡 12月 8 日 水 133105 サーラシティ浜松 3 階
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知 12月 2 日 木 134103 
名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

三重 12月 2 日 木 135102 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

富山 12月17日 金 141102 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 12月 2 日 木 143102 
福井県商工会議所
コンベンションホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

滋賀 12月16日 木 151102 コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

大阪 12月19日 日 153110  大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 12月10日 金 154105 
兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

和歌山 12月 2 日 木 156101 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国

岡山 12月14日 火 163102 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

広島 12月 3 日 金 164102 
広島県情報プラザ
多目的ホール

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

九
州
・
沖
縄

福岡 12月15日 水 181105 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

大分 12月10日 金 185102 
大分県教育会館
1階 多目的ホール

大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

宮崎 12月23日 木 186103 
ＪＡ・ＡＺＭホール
本館 2 階 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

沖縄 12月 7 日 火 191103 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2021年12月

満 席

満 席

満 席
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業界の社会的地位向上と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ 遠 藤 照 明
大 川 被 服 ㈱
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
大 光 電 機 ㈱
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱エレクトリックワークス社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱
ミ ツ ワ 電 機 ㈱
ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱
㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ
全日本電設資材卸業協同組合連合会
（一社）全国設備業ＩＴ推進会
オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱
㈱ り そ な 銀 行
損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱
住 友 生 命 保 険 (相)
大 樹 生 命 保 険 ㈱
㈱ 葉 山 総 合 研 究 所
㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア
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弔慰金　▶病死・その他
【茨城】 常陸大宮市 ㈲岡崎設備工業 岡崎秀忠様 79

見舞金

【富山】 高岡市 村田電設 村田仁作様 入院見舞
【山梨】 富士吉田市 柏木電気工事店 柏木新治様 入院見舞
【群馬】 甘楽郡 清水電設 清水株雄様 火災等全半壊

　

全
日
電
工
連
は
、
財
政
強

化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

発
展
的
に
解
消
し
、今
年
度
、

財
政
基
盤
強
化
推
進
チ
ー
ム

を
編
成
。
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク

・
工
組
を
対
象
に
、『
組
合

財
政
簡
易
診
断
研
修
会
』
を

実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
「
自
ら
気
づ
き
、
自
ら
取

り
組
む　

組
合
・
事
務
局
」

を
主
眼
に
、
既
存
の
組
合
事

業
の
維
持
・
見
直
し
、
新
規

事
業
を
創
出
し
て
い
け
る
組

合
・
事
務
局
づ
く
り
を
目
指

す
。財
政
対
策
指
標
の
提
案
、

全
国
好
事
例
の
紹
介
、
参
加

者
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、

気
づ
き
と
新
し
い
価
値
を
創

出
す
る
組
織
づ
く
り
の
き
っ

か
け
を
促
し
て
い
く
。

﹇
財
政
対
策
指
標
﹈

　

ま
ず
は
、
財
政
対
策
に
つ

い
て
2
つ
の
指
標
を
提
案
す

る
。
こ
れ
ら
は
、
全
日
電
工

連
に
寄
せ
ら
れ
た
都
道
府
県

工
組
の
収
支
決
算
資
料
を
分

析
し
、「
組
合
経
営
」
を
踏

ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
。

1
つ
目
の
指
標
と
し
て
、

「
賦
課
金
指
数
」。

　

賦
課
金
に
対
し
、
組
合
の

事
業
活
動
の
規
模
を
知
る
た

め
の
経
済
的
指
標
で
あ
る
。

一
般
管
理
費
を
賦
課
金
で
除

し
て
求
め
る
。
一
般
的
に
、

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
付
加

価
値
が
高
い
組
合
と
考
え
ら

れ
る
。「
賦
課
金
指
数
」
を

用
い
れ
ば
既
存
事
業
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
つ
目
の
指
標
と
し
て
、

「
財
務
余
力
診
断
」。

　

組
合
の
余
力
を
知
り
、
次

年
度
以
降
の
事
業
活
動
の
投

資
可
能
金
額
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
期
末
現
預
金
残
高

を
期
末
組
合
員
数
で
除
し
て

求
め
る
。
算
出
さ
れ
た
金
額

は
、
1
組
合
員
あ
た
り
の
投

資
可
能
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
な

り
、
新
た
な
事
業
を
創
出
す

る
と
き
の
検
討
材
料
に
な
る
。

　

借
入
金
が
あ
る
組
合
は
、

期
末
借
入
金
残
高
を
期
末
組

合
員
数
で
除
し
、
1
組
合
員

あ
た
り
の
借
入
金
額
も
求
め

れ
ば
、
組
合
内
に
残
す
べ
き

ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組
向
け
『
組
合
財
政
簡
易
診
断
研
修
会
』

ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組
向
け
『
組
合
財
政
簡
易
診
断
研
修
会
』

〜
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
組
合
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
〜

〜
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
組
合
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
〜

　

高
知
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
青
年
部
（
山
本
学

部
会
長
）
は
、
高
知
県
宿

毛
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
と
手
廻
し
発
電
式
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
防
災
ラ

ジ
オ
を
寄
贈
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
今

後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
同
青
年
部
は
、

電
気
工
事
組
合
と
し
て
の

特
色
を
生
か
し
た
継
続
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、
震
度
5
強
以
上
の

地
震
発
生
時
に
電
気
回
路

を
自
動
で
遮
断
し
、
電
気

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
、
ま

さ
か
の
時
に
役
立
つ
防
災

ラ
ジ
オ
等
を
、
こ
れ
ま
で

児
童
養
護
施
設
・
小
学
校

・
公
民
館
へ
継
続
し
て
寄

贈
し
て
い
る
。

8
月
30
日
に
宿
毛
市
役

所
で
、
栗
村
支
部
長
（
西

幡
多
支
部
）
か
ら
中
平
富

宏
市
長
に
目
録
の
贈
呈
を

行
っ
た
。

高
知
県
青
年
部

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・

　
　
　
　
　
　

防
災
ラ
ジ
オ
を
寄
贈

　
　
　
　
　
　

防
災
ラ
ジ
オ
を
寄
贈

関係者で記念撮影目録を贈呈

キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
投
資
す
べ
き

キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
で
き
る
。

　

財
政
対
策
指
標
の
さ
ら
に

詳
し
い
説
明
は
、『
組
合
経

営
を
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
組
合

財
政
を
知
ろ
う
！！
』
と
し
て

映
像
（
約
30
分
）
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
研
修
会

と
並
行
し
て
視
聴
い
た
だ
く

こ
と
が
効
果
的
だ
。

﹇
全
国
好
事
例
の
紹
介
﹈

　

財
政
対
策
指
標
か
ら
得
ら

れ
た
組
合
の
現
状
を
踏
ま

え
、
次
の
行
動
を
決
め
る
と

き
、
指
針
と
な
る
の
は
、
全

日
電
工
連
に
寄
せ
ら
れ
た
全

国
の
財
政
強
化
好
事
例
だ
。

　

研
修
会
で
は
、
冊
子
『
い

ま
す
ぐ
は
じ
め
る
！
組
合
の

財
政
強
化
対
策
』
を
使
い
、

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
に
よ

【群馬】 高崎市 臼田電気商会 臼田泰之様 51
【埼玉】 鶴ヶ島市 ㈲関口電設工事 関口温様 66
【埼玉】 本庄市 ㈱廣電社 廣川清様 84
【静岡】 焼津市 青島電気工業所 青島克昭様 59
【兵庫】 神戸市 ㈲前田電機工業所 前田芳幸様 89
【兵庫】 高砂市 髙田電機商会 髙田英二様 83

る
具
体
的
な
事
業
展
開
方
法

の
提
案
を
行
う
。冊
子
に
は
、

賛
助
会
員
制
度
、広
告
事
業
、

組
合
会
館
等
賃
貸
事
業
、
組

合
事
務
I
T
化
に
つ
い
て
、

詳
細
な
業
務
フ
ロ
ー
と
実
務

に
対
応
し
た
様
式
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

﹇
参
加
者
と
の
意
見
交
換
﹈

　

組
合
の
制
度
や
事
業
の

普
及
促
進
の
た
め
の
施

策
、
見
直
し
に
つ
い
て
、

参
加
者
同
士
で
行
わ
れ
る

意
見
交
換
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
意
見
交
換

の
内
容
は
、
研
修
会
後
に

順
次
集
約
し
、
組
合
運
営

・
経
営
の
『
虎
の
巻
』
と

し
て
編
纂
し
、
全
国
へ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
予

定
だ
。

　

持
続
発
展
的
な
組
合
体

制
構
築
の
た
め
に
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
・
工
業
組
合
で
の

研
修
会
の
開
催
と
、
組
合

指
導
者
様
・
事
務
局
長
様

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▲「いますぐはじめる！

　　組合の財政強化対策」表紙

もくじ
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福
利
厚
生
事
業
に
従
事

す
る
全
国
工
業
組
合
の
役

職
員
向
け
認
定
資
格
「
組

合
保
険
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

試
験
が
9
月
22
日
、
全
国

7
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。

　

同
制
度
は
、
工
組
事
務

局
で
全
日
電
工
連
の
各
種

保
険
制
度
を
取
り
扱
う
役

職
員
（
支
部
・
地
区
本
部

を
含
む
）
で
、
福
利
厚
生

制
度
の
募
集
推
進
を
担
当

す
る
実
務
担
当
者
を
対
象

と
し
、
所
定
の
講
習
会
を

受
講
、
認
定
試
験
に
合
格

し
た
方
に
全
日
電
工
連
認

定
「
組
合
保
険
エ
キ
ス
パ

ー
ト
」資
格
を
付
与
す
る
。

①
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
加
入
プ
ラ
ン
の

提
案

②
組
合
団
体
保
険
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
の
活
用
方
法

③
有
効
な
情
報
提

供
、
補
償
の
見

直
し
提
案

な
ど
、
保
険
に
関

す
る
各
種
相
談
に

対
応
可
能
な
専
門

的
知
識
を
有
し
た

福
利
厚
生
事
業
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
、
資
格
取
得
に

基
づ
く
豊
富
な
知

識
で
、
組
合
員
の

万
が
一
に
備
え
て

必
要
と
さ
れ
る
保

険
制
度
の
提
案
・

講
習
会
と
認
定
試
験
を
実
施

組
合
保
険
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度

組
合
保
険
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度

説
明
を
行
い
加
入
勧
奨
に

努
め
て
い
く
。

　

認
定
試
験
に
合
格
し
た

方
に
は
認
定
証
が
発
行
さ

れ
、
毎
年
、
関
係
法
令
や

制
度
変
更
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
、
認
定
更
新
の
た
め

の
講
習
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

認
定
試
験
は
毎
年
実
施

さ
れ
、
次
回
開
催
は
2
0

2
2
年
9
月
を
予
定
し
て

い
る
。

　

実
務
を
担
う
工
組
役
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も

と
よ
り
、
福
利
厚
生
事
業

の
充
実
と
組
合
の
組
織
体

制
強
化
に
資
す
る
制
度
と

し
て
、
1
名
で
も
多
く
の

有
資
格
者
に
全
日
電
工
連

福
利
厚
生
事
業
を
担
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

全 中 国 電 工 連 青 年 部 協 議 会 活動報告活動報告

新
入
者
向
け
初
心
者
研
修
会
を
開
催

5
月
17
日
に
6
回
目
と
な
る
新
入
者
向
け
初

心
者
研
修
会
を
、
広
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合

4
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
多
く
が
新
入
社
員
は
即
戦
力
採
用

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
初
心
者
〔
新
入
者
〕

の
育
成
に
対
す
る
十
分
な
時
間
と
費
用
が
か
け

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
育
成
に
対
し

て
、
講
師
陣
を
組
合
員
が
担
う
こ
と
で
コ
ス
ト

を
あ
ま
り
か
け
ず
行
う
講
習
を
開
催
し
、
組
合

員
へ
の
教
育
の
一
助
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
研
修
は
、
青
年
部
講
師
7
名
・
外
部

講
師
1
名
が
務
め
、
38
名
が
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
の
資
質
向
上
お
よ
び

電
気
工
事
業
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
現
場
で
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ

ー
等
を
身
に
つ
け
、
心
構
え
や
礼
儀
の
定
着
を

促
す
こ
と
お
よ
び
電
気
工
事
技
術
者
と
し
て
の

役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
や
り
が
い
を
高
め
る

こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ナ
ー
研
修
の
部
で
は
㈱
パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
沖

井
氏
を
お
招
き
し
外
部
講
師
と
し
て
ご
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
、
研
修
会
終
了
後

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
事
業
全
体
の

改
善
と
研
修
内
容
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
元
工
業
高
校
へ
出
前
授
業
開
催

　

近
年
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
現
場
技
術
職
に
就
く
若
者
の
減
少
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
後
継

者
不
足
や
高
齢
に
よ
り
自
主
廃
業
が
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
電
気
工
事
業
界
も
そ
の
例
外
で

は
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
電
気
工
事
士
を
育

成
し
電
気
工
事
者
と
し
て
従
事
し
て
も
ら
う
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
、
ま
ず
は
工
業
系
生
徒
を
対
象
に
し
、
電

気
工
事
業
界
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目

的
と
し
、
ひ
い
て
は
将
来
我
々
業
界
へ
の
就
職

を
選
択
し
て
も
ら
い
、
労
働
人
口
確
保
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
も
期
待
し
継
続
し
て
い
る
事
業

で
す
。

「
ま
ず
は
私
た
ち
の
電
気
工
事
業
界
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」

　

実
習
内
容
は
電
気
工
事
業
界
の
講
義
か
ら
始

ま
り
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
・
難
し
さ
を
体

験
す
る
金
属
管
お
よ
び
樹
脂
管
の
加
工
と
い
っ

た
実
技
、
電
気
を
安
全
に
供
給
す
る
た
め
に
あ

る
安
全
設
備
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

約
半
日
の
授
業
を
終
え
た
後
、
生
徒
さ
ん
た

ち
に
今
日
の
授
業
を
通
じ
て
こ
の
業
界
に
興
味

が
増
え
た
方
は
？
と
尋
ね
る
と
、
半
数
以
上
が

興
味
が
増
え
た
、
と
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
で
は
学
ぶ
事
が
出
来
な

い
、
わ
れ
わ
れ
に
し
か
で
き
な
い
業
界
Ｐ
Ｒ
を

継
続
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和3年度の事業活動広島県

第
一
回


